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1 はじめに

音声合成による自動音声読み上げが様々な場面で使われる
ようになっている。本稿では、声の類似性の知覚におけるパ
ラ言語内容の重要性に基づき、パラ言語情報による演技音声
へのマルチラベルスコアリングの、演技音声の自動選択への
応用可能性を検証する。今回は漫画を音声合成によってフル
ボイス化する際に、元となる音声の選択を自動化することを
想定し実験を行う。

2 演技音声の知覚におけるパラ言語内容

Obinらの研究 [1]により、声のカテゴリ (話者の特性およ
び状態) への抽象化が、演技音声の類似性の人間の知覚にお
いて重要な役割を果たすと述べられている。本稿では、音声
間の認識の類似度を求めるのに用いられたマルチラベル分類
を、音声をクエリとしない状況に応用できるかを検証する。
検証に用いるシステムの概要は以下の通りである。

1. ユーザーが漫画を読んで演技音声をイメージする。今回
はコマ単位での検索を想定している。

2. ユーザーがパラ言語のラベルを選択方式で入力する。
3. 演技音声のデータベースの中から尤度の高いものを検索
する。このとき、ユーザーの入力はバイナリのクエリと
して処理し、SD 法と分散によって算出したコマごとの
印象に大きな差が出るものを重視する重みをつけた。

3 演技音声の収集とマルチラベリング

実験には、実際にアニメやゲームで使われている演技音声
を利用する。1 発話 2 秒以上の音声を対象に 118 キャラク
ター 4487個の演技音声を収集した。
3.1 ラベルの種類
熊本らの手順 [2]に従って、男女 4名ずつの計 8人に 15個
のコマを対象に形容表現 10 個の選定を行った。なお、今回
は検索に用いるラベルのため、対義語としてグループ化され
たものも形容表現として選出した。(表 1)

3.2 ラベルの学習
演技音声へのラベルの付与は、一部を手動にて行い、それ
をもとに学習をすることによって残りの演技音声にも付与
を行う。各ラベルに該当する演技音声をデータベースの中か

表 1. 選定されたラベル
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ら抽出して教師データとし、GMMを用いてモデルを形成す
る。GMMに適用する音響特徴量には、メル周波数ケプスト
ラム係数 (MFCC)、F0平均、F0範囲、パワー平均、ラウド
ネス、スペクトル重心、話速を使用した。混合数は実験的に
6とした。

4 システムの実装と評価

4.1 再現率
演技音声全体の 5 ％をチェックして正解の割合を推定し、
全体の正解数だけシステムで演技音声を検索して再現率を求
める、という手法を取った。画像 4枚に対する結果を表 2に
示す。なお、画像 2は「焦り」が必須なラベルとなるが、検
索された音声に「焦り」のラベルが含まれるものがなかった
ため正解個数が 0個となってしまった。

表 2. 再現率

画像番号 推定個数 正解音声数 再現率 (％)

1 80 50 62.5

2 40 0 0.00

3 60 42 70.0

4 80 45 56.3

4.2 適合率
主観評価実験によって評価する。ユーザーは各ラベルにつ
いて当てはまるかどうかを選択する。システムは各ラベルに
重み付けを行って検索をし、予め用意しておいたマルチラベ
ル付きの演技音声をを尤度が高い順に表示する。今回は対照
実験とするため、システムによって選出された音声 5 個と
無作為に選出された音声 5 個を織り交ぜ、それぞれについ
てあっているかどうかを判断させた。その結果、システムに
よって尤度が高いと判断された上位 5位の演技音声に適する
ものを含むのは 16 件中 11 件で適合率は 32.5 ％、無作為に
選出された演技音声に適するものを含むのは 16 件中 4 件で
適合率は 5.0％であった。

5 まとめ

複数の音響特徴による GMMにより形容表現ごとのラベリ
ングと検索が可能であった。しかし、「怒り」や「焦り」など
必須なラベルが存在すると検索性能が著しく下がってしまう
可能性がある。今後の課題として、ユーザーによる必須ラベ
ルの選択を導入することで、反映されなければいけないラベ
ルを漏らさないようにすることで精度の向上が見込まれる。
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